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2年生がはま☆スタで学習しました。
2年生が地域学習であるはま☆スタを行いました。教育集会所の齋藤さん、田牧さん、教育委員会の奥

野先生が中心となり、お話をしてくださいました。

この学習のテーマは『浜郷地区を知ろう!』ということで、浜郷小学校を出発して、地域の建物につい

て改めて学習しました。浜郷には、浜郷地区まちづくり協議会がある黒瀬地区集会所、黒瀬児童センター、

黒瀬市民館、黒瀬教育集会所、とたくさんの建物があります。これらは全て浜郷地区で暮らしている人た

ちが、毎日元気に楽しく明るく暮らせるようにとつくられているのです。最後にお邪魔した黒瀬市民館に

は浜郷小学校の校長先生をしてみえた橋本先生が、館長さんとしてお勤めしていらっしゃって、今でも毎

朝、子ども達の安全を守ってくださっています。その橋本先生から市民館のいろいろなお話をきかせてい

ただき、黒瀬市民館が子どもたちにとってウまで以上に身近なところになりました。

毎年、伊勢市女性団体協議会の方に来ていただいて、花壇に花の苗を植えていただいています。昨年

は新型コロナウイルス感染症の拡大予防の為、子ども達の活動とは別で苗植えをしていただいていまし

たル かし、今年は久しぶりに園芸委員会の児童達に苗の植え方も教えていただきながら、沢山のベゴニ

アの苗を植えていただきました。5月末には事前に花壇を整えて下さり、苗を植える位置までセッティング

して下さいました。女性団体の皆さん、暑い中、ありがとうございました。

園芸委員会の子ども達の中には、今まで園芸に携わったことのない子や花の名前も分からない子もい

ましたが、こうじた経験により確実に草花に興味を持ってくれたことと思います。園芸委員会の子ども達

は、毎朝早くからせっせと水やりをして、可愛くきれいな花たちに愛惰を注いでくれています。地域の皆さ

んにもこれらの花々を楽しんでいただき、涼しさを感じていただげれば嬉しいです。

園芸委員会の皆さん、これからもよろしくお願いしますね。



給食調理̂ さんの工夫に感激cづ!  th4)L('k;'4A>

学校では、給食の調理士さんが毎日一生懸命給食を作って下さっています。浜郷小学校の給食調理士

さんは、おいしい給食を作るだけでなく、子ども達がよりおいしく給食が食べられるように、時には、苦手

な食材でも食欲が出るようにと、いろいろな工夫をして下さっています。1階西階段前の掲示板には、調理

士さんたちが協力して作って下さった掲示物が貼られています。う回は子ども達に大人気の『カレーライ

ス1ができるまでの調理工程が紹介されています。しかし、よく見ると驚くべき工夫が・・・。その掲示物は

子ども達が大好きな仕掛げ絵本さながらに作られていて、材料のタマネギ、ジャガイモ、ニンジンの量が

増えるのです。ご来校なさった際には実

アルバム写真の撮影が始まりました。

6月 1了日(木〉、卒業アルバム1こ載せる個人写真の撮影を行いまし

た。6年生の子ども達は、ちょっぴり緊張しながら一人すつ撮影会場で

ある図書室に入ってきました。順番にプロのカメラマンさんからいろい

ろアドバイスをいただいたり、担任の先生からの「いつもの笑顔で!」

などの声かげをもらったりして、最高の一枚をとってもらっていました。

卒業を迎えるその日まで、小学校生活最後の1年間の記録を残してい

きましょう。

第1回目の学校評議員会を開催致しました。

6月 22日(火)、今年度第1回目の学校評議員会を行いました。5名の学校評議員さんにご来校いただ

き、委嘱状を受け取っていただきました。その後、今年度の学校の教育目標や計画、地域との連携の進め

方などについて聞いていただき、ご意見を頂戴致しました。学校評議員会は地域や社会に開かれた学校

づくりを推進し、学校が家庭や地域と連携しながら教育活動を展開するために開かせていただいており

ます。学校評議員の皆様、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

、〕一″ご ffフε112l 1′七 ・、・ , と5絣1、9.一,,一 ～..へ 一- 5,～ . -, -  『コツを教えて下さい!』
毎朝の交通指導の時、信号が変わる前に『さあ、もうすぐ信号が変わるよ。』と声を掛けたところ、

信号を渡り終えた1年生の子が「校長先生、信号が分かるコツを教えて下さい。』と尋ねてきました。

反対側の歩行畠信号が点滅するとやがて信号が変わるのだという、大人にとっては当たり前のことが

子どもには不思議に感じられたのでしょう。そのことを伝えると、『そっかあ～!!』とパア～っと

明るい顔をして『校長先生ありがとうこざいました!』と言ってくれました。またまたほつこりです。


